
「忽那諸島・歴史探訪」　

   この事業は、財団法人松山市文化・スポーツ振興財団設立記念事業ならびに松山島博覧会関連事業として開催するもので
す。
　瀬戸内航路の要所として繁栄した忽那諸島の歴史・文化を探るために、埋蔵文化財に焦点を当てた事業をおこないます。特
別企画『東京国立博物館里帰り展』で見ていただく勾玉・銅鏡など13点は、明治期ならびに昭和期に中島・興居島で発見され、
東京国立博物館に所蔵されて以来、一度も忽那諸島に帰ってきていない考古資料で、今回、島内では初めて展示するものです。
   これにあわせてシンポジウム、歴史講座、歴史ツアー、古代体験教室を開催し、多くの市民が忽那諸島の歴史・文化遺産を「見
て」・「体験」することで、忽那諸島の歴史・文化遺産を未来に「伝える」ことを目的としています。

《展示会》
（１）特別企画『東京国立博物館里帰り展』 
　①中島会場（松山市中島総合文化センター第２展示室）　
　　　期間・時間：平成22年9月4日（土）～9月12日（日） 9:30～16:30
　　　休館日：9月6日（月） 
　◆内　容
　　東京国立博物館からの里帰り品　13点
　　　明治16年中島大浦の五本経塚出土品・・・経筒１点・銅鏡2点 
　　　明治30年中島小浜の中山古墳およびオクシゴエ古墳出土品
　　　腕輪1点・勾玉3点・管玉1点 
　　　昭和10年興居島泊の興居島経塚出土品・・・経筒1点・銅鏡4点
　　忽那家文書（国指定重要文化財・個人蔵）　2点（予定）
　　二神家文書（神奈川大学日本常民文化研究所蔵）　4点（予定）

　②考古館会場（松山市考古館特別展示室）　
　　　期間・時間： 平成22年9月15日（水）～10月17日（日） 9:00～17:00　
　　　休館日： 9月21日(火)・24日（金）・27日（月）、10月 4日(月)・12日（火） 
　◆内　容
　　東京国立博物館からの里帰り品　13点
　　二神家文書（神奈川大学日本常民文化研究所蔵）　4点（予定）
　　怒和島の宮浦遺跡（怒和島唯一の発掘調査資料）出土品　約20点

（２）「発見・忽那諸島の歴史展」　
　　　期間・時間： 平成22年8月1日（日）～10月31日（日） 9:00～18:00　
　　　会　場：松山市中島文化センター展示コーナー 
　◆ 内　容
　　旧石器時代～江戸時代の忽那諸島の考古資料・歴史資料　約50点
　　

《シンポジウム》 「忽那諸島の歴史を探る」
　　　期日・時間：平成22年9月4日（土） 12:30～16:30　
　　　会　場：松山市中島総合文化センター多目的ホール 
　◆ 講師・内容 
　　①基調講演１：仮『忽那家文書を読み解く』
　　　　永村　眞　教授（日本女子大学）
　　　　・重要文化財に指定された経緯と内容解説、その重要性について 
　　②基調講演２：仮『二神家文書と二神島の歴史』　
　　　　関口広巨（神奈川大学日本常民文化研究所）
　　　　・二神家文書の内容解説や二神島の遺跡について 
　　③パネルディスカッション「忽那諸島の歴史を探る」　
　　　　パネリスト：基調講演講師2名・金本房夫（松山市教育委員長）
　　　                                     　長井数秋（愛媛考古学研究所）

《古代体験教室》「古代人に挑戦」
　　　期日・時間：平成22年9月4日（土） 12:30～16:30
　　　会　場：松山市中島総合文化センター会議室ほか 
　◆内｠容
　　特別企画展見学・勾玉作り・火おこし体験・古代服を着よう
　　《忽那諸島歴史ツアー》「海から見る・歴史の足跡」

　　　期日・時間：平成22年9月12日（日） 8：30～17:00　
　　　集合・解散：松山観光港ターミナルビル 
　◆内　容 
　　・貸切フェリーで睦月島・中島・二神島・怒和島の歴史・文化の地を訪ねる。
　　・中島総合文化センターの東京国立博物館里帰り展を見学する。 
　　・貸切フェリー内ならびに各島の案内はボランティアガイドに依頼する。 
　　・昼食「しまめし弁当」 

興居島経塚出土の経筒（東京国立博物館蔵）

二神家文書（神奈川大学日本常民文化研究所蔵）


